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6/6　喜茂別小学校　運動会
　喜茂別小学校で「あきらめずに楽しむ、最高の運動会」をスローガンに、運動会が開
催されました。途中、雨に見舞われる場面もありましたが、子どもたちは元気いっぱい！
徒競走などに全力で取り組む姿に、会場からは惜しみない声援が送られ、スローガンど
おりの最高の運動会となりました。



　
役
場
を
退
職
後
、
知
人
の
保
護
司
さ
ん
か
ら
誘
わ

れ
て
保
護
司
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
護
司
に
つ
い
て
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

町
の
職
員
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
場
で
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
最
初
は

少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
力
向
上
研
修
や

定
例
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
羊
蹄
山
麓
の
町
村
で
は
刑
法
犯
が
減
っ

て
お
り
、
保
護
司
の
仕
事
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
の
仕
事
は
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
支

援
の
ほ
か
に
、
倶
知
安
地
区
保
護
司
会
と
し
て
の
活

動
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
大
事
で
す
。

　
保
護
司
に
な
っ
て
み
て
11
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
人

は
誰
も
が
平
等
で
あ
り
、
自
分
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
生

か
さ
れ
て
い
る
と
の
思
い
が
深

ま
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
保
護

司
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
私
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
保
護
司
」の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？
」と
思
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。喜
茂
別
町
で
も
保
護
司
に
よ
る
更
生
保
護
活
動

が
続
け
ら
れ
て
お
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、保
護
司
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
保
護
司
は
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
地
域
の
中
で
支
え
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

更
生
保
護
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
の
特
徴
は
、地
域
に
暮
ら
す〝
身
近
な
存

在
〞で
あ
る
こ
と
で
す
。会
社
員
や
自
営
業
、農
業
従

事
者
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
活
動
し
て
お

り
、特
別
な
資
格
で
は
な
く
、地
域
で
の
信
頼
や
経
験

を
生
か
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
護
司
は
給
与
の
支
給
を
受
け
ず
、地
域
社

会
へ
の
貢
献
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。人
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
に

は
、立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。保
護
司
は
、そ
の
再
出
発
を
地
域
の
中
で

見
守
り
、支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
は
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
が
地
域

の
中
で
再
び
犯
罪
を
起
こ
さ
ず
に
生
活
で
き
る
よ

う
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
の
一
つ
が
、保
護
観
察
を
受
け
て
い
る

人
と
の
定
期
的
な
面
接
で
す
。面
接
で
は
、仕
事
や
学

校
、家
庭
生
活
の
状
況
、日
々
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

話
を
聞
き
、必
要
な
助
言
や
支
援
を
行
い
ま
す
。時
に

は
、「
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手
」と
し
て
、気

持
ち
の
支
え
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、生
活
環
境
の
確
認
や
、就
労
・
就
学
に
向
け

た
支
援
も
重
要
な
役
割
で
す
。本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、安
定
し
た
生
活

に
つ
な
が
る
よ
う
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、保
護
司
は「
再
犯
を
防
ぐ
」だ
け
で
な
く
、

「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
」活
動
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」で
は
、

街
頭
啓
発
や
地
域
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、更
生
保
護

へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【保護観察】
月に２～３回程度、保
護観察対象者と面接
を行い、保護観察期間
中の約束事（遵守事
項や生活行動指針）を
守るよう指導するほ
か、就労の援助、本人
の悩みに対する相談
等を行い、毎月保護観
察所に報告書を提出
する。

【生活環境の調整】
矯正施設に収容され
ている人が釈放された
ときに、更生に適した
環境で生活できるよ
う、帰住先の調査や就
職先等の調整を行う
などし、必要な受け入
れ態勢を整える。

◎
保
護
司
っ
て
ど
ん
な
人
？

◎
保
護
司
に
聞
く ‒

活
動
へ
の
思
い‒

◎
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
毎
年
７
月
を
強
化
月
間
と
す
る
全
国
運
動
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、立
ち
直
り
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、保
護
司
会
や
関
係
団

体
が
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
喜
茂
別
分
区
で
は
3
名
の
保
護
司
が
活
動
し
て
お

り
、広
報
活
動
や
中
学
生
の
作
文
募
集
、倶
知
安
分
区

で
は
山
麓
町
村
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
な
ど
を
実
施

し
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に
つ
い
て

　
保
護
司
と
協
働
し
な
が
ら
、更
生
保
護
活
動
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
保
護
観
察
所
で

す
。保
護
観
察
所
は
法
務
省
の
機
関
で
、犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
援
し
、再
犯
防
止
を
図

る
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
観
察
所
に
は
、心
理
、教
育
、福
祉
な
ど
の
専

門
知
識
を
有
し
た
保
護
観
察
官
が
お
り
、保
護
観
察
、

生
活
環
境
の
調
整
な
ど
犯
罪
を
し
た
者
、非
行
の
あ

る
少
年
の
更
生
保
護
や
犯
罪
の
予
防
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、地
域
で
活
動
す
る
保
護
司
へ
の
助
言
や
支

援
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。保
護
観
察
官
と
保

護
司
は
協
働
し
な
が
ら
、対
象
者
の
状
況
を
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
更
生
に
向
け
た
指
導
・
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
が「
地
域
に
寄
り
添
う
存
在
」だ
と
す
れ

ば
、保
護
観
察
官
は「
専
門
的
な
立
場
か
ら
支
え
る
存

在
」と
い
え
ま
す
。

◎「
保
護
観
察
所
」の
役
割

社
会
復
帰

警察・検察

裁判所

少年院
刑務所等

非行・犯罪

「
地
域
を
支
え
る
、静
か
な
力
。― 

保
護
司
と
い
う
役
割 

―
」

きもべつ夏まつりで啓発活動を行う様子　左から、坂本さん、森脇さん、麻生さん

更生保護マスコットキャラクター
「更生ペンギンのホゴちゃん」
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司
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2026. 5月▶6月2026. 5月▶6月

大会テーマ『You can do it.』
喜茂別中学校　体育祭

予防対策をして、暑い夏を安全に過ごしましょう。

　歳を重ねると喉の渇きを感じにくく、一度に大量
に飲んでも体に蓄えられないため、時間を決めて分
けて飲むことが重要です。
　1回の量：コップ１杯程度（約150ml～200ml）を意識してみてください。
　飲むタイミング：起床時、各食事時（朝・昼・夕）、入浴の前後、就寝前など
こまめに飲みましょう。

【日時】令和8年７月２３日（木）午前１１時～
【場所】喜茂別神社境内　忠魂碑前

花いっぱい運動合同花植え

55//3030

喜茂別大火から78年。
記憶を繋ぎ確かな備えを

春季消防演習55//３１３１

　喜茂別小学校グラウンドで喜茂別
消防団の演習が行われました。団員
たちは行進や観閲のほか、山火事を
想定した放水訓練などに臨み、日頃
の訓練の成果を披露しました。

【お問い合わせ先】　保健福祉課福祉係　電話：５５-５１０１

熱中症に気をつけよう！ 美しい街並みを皆の手で

　今年も町内各所で「花
いっぱい運動」が実施さ
れました。合同花植えで
は、参加者の皆さんが色
とりどりの花苗を一つひ
とつ丁寧に植え付けま
した。

　全校生徒26名が100ｍ走や走高跳などのフィールド競技、学年対抗の大
縄跳びなどの競技に全力で挑みました。

55//2323

このような症状に注意！
・めまい、立ちくらみ
・頭痛、吐き気
・体のだるさ
・大量の汗、または汗
がでない

令和８年度戦没者追悼式の開催について

ふれあい
センターからの
おしらせ

協力隊だより
地域おこし 幼少期の夢を胸に

地元へ
幼少期の夢を胸に

地元へ
　この度6月から地域おこし協力隊としてUターンしました岡本美優
です。
　緑に囲まれた自然豊かで空気と食べ物がおいしい喜茂別町で生ま
れ育ち、子供の頃から自分の好きなお菓子を仕事にして今までお世話
になった地元へ貢献していくことが夢でした。
　地元の特産品を使用したお菓子を考えて外へ喜茂別の魅力を発信
したり、今いる子供たちと一緒にお菓子づくり体験をしたり、町でケー
キ屋さんを開いて町民の方たちと新しく交流を深めていきたいと
思っていたところ、この地域おこし協力隊の話を紹介してくださり、素
敵な制度だなぁと感じて応募させて頂きました。
　知っている方もいらっしゃると思いますが、新しい隊員の一人として
心新たに頑張りますので、これからもよろしくお願いいたします。

● 地域おこし協力隊● 地域おこし協力隊

岡本 美優さん
もとおか み ゆ

こまめな
水分補給

　汗をかくと、水分だけではなく塩分も失われます。梅干しや漬物を少量
食べる、食事の際に、お味噌汁やスープなど汁物を取り入れたりすること
も、水分・塩分補給につながります。また、塩あめや、塩分タブレットなど無
理のない範囲で活用しましょう。

　涼しい服装に着替え風通しをよくしましょう。
　濡れたタオル等を肌にあて、うちわであおぐと熱が放散されます。

　近年は北海道でも気温の高い日が増えており、室内
でも熱中症になることがあります。「まだ大丈夫」と油
断せず、早めの熱中症対策を心がけましょう。
　症状がある時は、涼しい場所で休み、水分を補給し
ましょう。意識がぼんやりする、返事がおかしいなどの
様子がある場合は医療機関へ相談してください。

　先の大戦において亡くなられた方々を追悼し、恒
久平和への願いを込めて、戦没者追悼式を執り行い
ます。
　どなたでも参列いただけますので、町民の皆さま
のご参加をお待ちしております。

塩分補給

通気性の
良い服装
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ひとり親家庭医療費受給者証・重度心身障がい者医療費受給者証
につきましては、制度内容の変更はありません

　これまで喜茂別町の子ども医療給付事業は、「０歳～中学生まで（１５歳年齢到達後の最初の３月３１日まで）」
の子どもたちが対象でしたが、「高校生まで（１８歳年齢到達後最初の３月３１日まで）」の子どもまで受給資格
が拡大します。

　町内に住所がある、１８歳になる年度の３月３１日までのお子さん
※町内に住所がない場合でも（進学等で転出しているなど）、保護者の扶養であれば対象となります。

　従来の子ども医療費給付事業と同様に、医療機関等を受診した際の自己負担割合分を助成します。医療機関
等では、マイナ保険証（もしくは資格確認書）と合わせて受給者証を窓口にて提示してください。※入院・通院
ともに対象
　また、受給者証を持たずに受診したり、道外の医療機関を受診した際は償還払いとなりますので、領収書等
をお持ちになって役場にてお手続きをお願いいたします。

　拡大に伴い、新たに対象となる方には令和８年７月下旬頃に受給者証をお送りしますので、お手続き等は不要
です。
　マイナンバーの保険証利用登録をされている方は、マイナ保険証の情報に医療給付事業内容が連携されて
いるので、受給者証がなくても受診が可能ですが、医療機関等ごとに読み取り機が違うため当面の間は、受給
者証をお持ちになって受診をしてください。

令和８年８月診療分から

０～中学生まで（１５歳年齢到達後の
最初の３月３１日まで）の子が対象

令和８年７月まで

０～高校生まで（１８歳年齢到達後の
最初の３月３１日まで）の子が対象

令和８年８月以降

【お問い合わせ先】　住民課住民係　電話：33-2211/IP：33-5008
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北海道の価値を見つめ直し、これからの北海道を考える日
　１８６９年（明治２年）、北海道の名付け親とされる松浦武四郎が、
明治政府に「北加伊道」という名称を提案した７月１７日は、「北海
道みんなの日」、愛称「道みんの日」です。
　北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇りに思う心を育
み、より豊かな北海道を築き上げることを期する日として平成２９
年に制定しました。
　この日をきっかけに、道民の皆様には北海道に愛着や誇りを持っていただき、北
海道の魅力を発信する機会としていただければ幸いです。
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子ども医療費助成制度が変わります

何が変わるの？

対象となる方

助成方法・内容

手続き等について

開始時期

　子ども医療費助成制度とは、子育て世帯の経済的負担を減らし、安心して医療を受けられる環境を目
的として、子どもの医療費の自己負担分を自治体が負担する制度で、喜茂別町では現在０～１５歳を対象
に医療費を助成しています。
　このたび、さらなる子育て環境の充実をはかるため、子ども医療費助成制度の対象年齢を拡大します。
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　子ども医療費助成制度とは、子育て世帯の経済的負担を減らし、安心して医療を受けられる環境を目
的として、子どもの医療費の自己負担分を自治体が負担する制度で、喜茂別町では現在０～１５歳を対象
に医療費を助成しています。
　このたび、さらなる子育て環境の充実をはかるため、子ども医療費助成制度の対象年齢を拡大します。
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今月の
〇〇な日

7月10日（金）　「納豆の日」
　7と10の語呂合わせに由来する「納豆の日」。ナット
ウキナーゼなどの豊富な栄養が、免疫力向上や腸内
環境の改善をサポートします。美味しく体に優しい納
豆を、ぜひ毎日の食卓に取り入れましょう。

なっ とう

　救急当番病院　　農村環境改善センター　　鈴川集落センター　　ふれあい福祉センター
　町立クリニック　　笑み～な　　健康増進センター　　喜茂別町武道館　　ちびっこ広場
　倶知安文化センター　　　岩内町高台84-3☎0135-62-8373　　　留産管理棟
　町民公園パークゴルフ場　　　喜茂別中学校　　　喜茂別小学校　
　喜茂別保育所　　双葉克雪管理センター　　町民プール　　図書室　　町営球場
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救急当番病院日土 祝 倶知安厚生病院
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第61回健康づくりラジオ体操会（～8/19(水)）ち しりべし弁護士相談（事前予約）岩

しりべし弁護士相談（事前予約）岩

しりべし弁護士相談（事前予約）

海の日

岩

しりべし弁護士相談（事前予約）岩

しりべし弁護士相談（事前予約）岩
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